
UV-Shower GL15-1250
紫外線空気循環式殺菌装置

コロナ禍・アフターコロナに対応すべく、感染リスクの軽減を目的として、会議室、
学校、集会場、店舗など、固定空間を対象として開発された装置です。

UV-Shower GL15-1250は医療機器ではありません。
従って(薬機法)により、特定の菌、ウイルスに係る疫病予防や治療の効果については公表を差し控えております。

UV-Shower GL15-1250は様々な文献や理論を基に、使用部材の特徴や強みをそれぞれ組合せ開発された商品であります。

開発者 北村裕紀



【機器外観・内部】

外観

内部

①エアーカーテン(FY-25ELS1)の送風は直線的であり、薄長のパージBOXにおいても均一に大気を紫外線殺菌灯
に向けることができます。

②光触媒コートされたBOX内では、エアーカーテン排出口に取付けられたフィンをBOX側面に沿わすよう送風する
ことで、気流の回転渦を生成し紫外線殺菌灯と取り入れられた空気のパージ時間の長期化及び光触媒の特性
効率を図っています。

③パージBOX内において、紫外線漏洩防止を兼ねたトラップ板を左右に設け、オーバーフローされた空気を室内
に戻し循環するしくみです。トラップによる圧力損出は発生しますが、その分パージ時間が伸びます。
※空気循環のみ。紫外線は人体において有害なのでBOX内から漏れない構造設計。

【簡略図・説明】

【図面】

Panasonic FY-25ELS1

光触媒コーティング
紫外線殺菌灯 GL15×5本

①

② ③

【しくみ】



【殺菌灯・紫外線効果】

紫外線に対する殺菌、ウイルスの不活化の研究は、ほぼ全てが波長254nmの殺菌灯について行われており、様々な菌、ウイ

ルスについて横断的なデータが存在しております。

各種菌類の除菌率と殺菌線量
Panasonicウエブサイトより 90％殺菌率時の殺菌線量

〔J/m2〕

ビールス(ウイルス)
殺菌線量 7.5J/m2



【UV-Shower 殺菌率εの算出①】

Panasonic文献③-1

Panasonic文献②-1

UV-Shower対象体積
1200×668×170 = 0.14m3

Panasonicエアーカーテン(FY-25ELS1)仕様書

空気循環量
1250m3/h =0.3472m3/s

×5本

◎一秒あたりの風量算出
0.14m3÷0.3472m3/s≒0.4s



【UV-Shower 殺菌率εの算出②】

【UV-Shower 殺菌率からの予測】
Club cream hiroshima 平面図

●全体
20.3×12.6=255.78m2

●対象エリア
255.78((4.5×6.3)+(6.9×6.3))=183.96m2

●体積

183.96m2×2.8(H)  ≒515m3



【UV-Shower 空気循環式殺菌装置を用いての浮遊細菌濃度の変化予測】
※Club cream hiroshima

Panasonic文献③-2引用

これをグラフで表すと、約1.5時間で細菌

濃度が10%以下になることが予測されます。



【Panasonic 殺菌灯 参考文献引用①】

①-1 ①-2



【Panasonic 殺菌灯 参考文献引用②】

②-1 ②-2



【Panasonic 殺菌灯 参考文献引用③】

③-1 ③-2



【Panasonic 殺菌灯 参考文献引用④】

④-1 ④-2
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